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２０１９年 原水爆禁止国民平和行進
今
年
で
61
年
目
と
な
る
原
水
爆
禁
止
国

民
平
和
行
進
が
６
月
30
日
に
奈
良
県
か

ら
大
阪
府
柏
原
市
で
引
き
継
が
れ
、
７

月
７
日
に
兵
庫
県
へ
引
き
継
ぎ
ま
す
。

国
民
平
和
行
進
は
１
９
５
８
年
に
、

被
爆
地
広
島
か
ら
「
核
武
装
阻
止
と
民

主
主
義
擁
護
の
た
め
に
」
と
プ
ラ
カ
ー

ド
を
か
か
げ
、
東
京
を
め
ざ
し
、
西
本

あ
つ
し
さ
ん
が
、
た
っ
た
一
人
で
歩
き

始
め
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

そ
れ
以
来
、
核
兵
器
廃
絶
を
願
う
日
本

国
民
の
声
を
一
つ
に
結
び
、
８
月
の
原

水
爆
禁
止
世
界
大
会
開
催
の
大
き
な
力

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
核
保

有
国
は
、
核
兵
器
禁
止
条
約
に
反
対
し

続
け
て
い
ま
す
。
日
本
政
府
も
ま
た

「
核
の
傘
」
の
名
で
ア
メ
リ
カ
の
核
兵

器
に
依
存
す
る
態
度
を
と
っ
て
い
ま
す
。

「
安
全
の
た
め
に
核
兵
器
が
必
要
」
な

ど
と
い
う
理
屈
を
受
け
入
れ
れ
ば
、
世

界
は
核
兵
器
だ
ら
け
に
な
っ
て
し
ま
う

で
し
ょ
う
。
大
阪
府
本
部
は
、
昨
年
と

同
様
に
府
本
部
役
員
と
各
支
部
で
担
当

コ
ー
ス
を
決
め
、
全
日
程
で
多
く
の
仲

間
の
み
な
さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。

●

幹
線
コ
ー
ス

＊
６
月
30
日
（
日
）
柏
原
市
役
所
～
東

大
阪
・
岩
田
公
園

＊
７
月
１
日
（
月
）
河
内
長
野
市
役
所

～
松
原
市
役
所

＊
７
月
２
日
（
火
）
泉
佐
野
市
役
所
～

和
泉
市
役
所

＊
７
月
３
日
（
水
）
和
泉
市
役
所
～
堺

市
役
所

＊
７
月
４
日
（
木
）
住
吉
区
役
所
か
ら

旭
区
役
所

＊
７
月
５
日
（
金
）
守
口
市
役
所
～
枚

方
市
役
所

＊
７
月
６
日
（
土
）
高
槻
市
役
所
～
吹

田
市
役
所

＊
７
月
７
日
（
日
）
豊
中
市
役
所
～
川

西
市
役
所

２
０
１
９
年
6
月
22
日
〜
23
日
大

阪
労
連
青
年
部
で
合
宿
を
行
う
の

は
数
年
ぶ
り
。
何
ヵ
月
も
前
か
ら

企
画
し
て
き
ま
し
た
。
長
野
県
を

目
指
し
た
バ
ス
の
中
で
、
「
こ
の

世
界
の
片
隅
に
」
と
い
う
映
画
が

上
映
さ
れ
、
平
和
に
対
す
る
想
い

を
募
ら
せ
ま
し
た
。

ま
た
、
全

労
連
青
年
部
が
毎
年
取
り
組
ん
で

で
い
る
、
折
り
鶴
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
参
加
す
べ
く
、
バ
ス
の
移
動
時

間
を
利
用
し
て
み
ん
な
で
た
く
さ

ん
の
折
り
鶴
を
折
り
あ
げ
ま
し
た
。

長
野
県
白
馬
村
の
別
荘
に
到
着

後
、
全
員
参
加
型
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
5
人
2
班

に
分
か
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
意
見
を
出
し

合
い
ま
し
た
。
質
問
事
項
は
3
つ
、

①
「
職
業
あ
る
あ
る
」
、
②
「
組

合
に
入
っ
て
良
か
っ
た
、
嫌
だ
っ

た
こ
と
」
③
「
組
合
で
や
り
た
い

こ
と
」
。
そ
れ
ぞ
れ
大
き
な
模
造

紙
に
意
見
を
書
い
た
付
箋
を
貼
っ

て
交
流
し
、
班
ご
と
に
発
表
し
合

い
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、

「
多
業
種
の
方
と
交
流
で
き
て
よ

か
っ
た
。
同
じ
悩
み
も
あ
れ
ば
、

そ
の
業
種
な
ら
で
は
の
悩
み
も
あ

り
、
視
野
が
広
が
っ
た
。
」
「
青

年
同
士
が
集
ま
っ
て
自
分
の
労
働

環
境
に
つ
い
て
考
え
た
り
話
し
合
っ

た
り
す
る
の
は
良
い
こ
と
だ
と
思
っ

た
」
「
み
ん
な
が
発
言
で
き
て
い

た
の
で
、
楽
し
く
学
習
で
き
た
。

問
題
点
明
確
に
で
き
た
」
「
他

業
種
交
流
が
で
き
、
な
か
な
か

普
段
で
は
聞
け
な
い
話
が
多
く

貴
重
な
時
間
だ
っ
た
」
な
ど
の

感
想
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ
て
、

働
く
環
境
も
労
働
条
件
も
み
ん

な
そ
れ
ぞ
れ
違
う
こ
と
、
た
だ

し
、
そ
の
中
で
共
通
し
た
想
い

や
要
求
が
あ
る
こ
と
に
気
付
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

２
日
目
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
は
、
ち
ひ
ろ
美
術
館
・
無

言
館
へ
行
き
、
絵
の
中
に
託
さ

れ
た
平
和
へ
の
願
い
を
感
じ
る

事
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
一
泊
学
習
会
を
通
じ
て
平

和
の
尊
さ
や
、
そ
の
中
で
組
合
活

動
に
取
り
組
む
こ
と
の
大
切
さ
、

組
合
に
対
す
る
想
い
や
課
題
に
つ

い
て
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

大
阪
労
連
青
年
部
長
野
県
平
和
ツ
ア
ー

２
０
１
９
年
建
交
労
全
国
青
年

部
反
核
ト
ラ
ッ
ク
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊

は
、
８
月
１
日
（
木
）
17
時
に
大

阪
入
り
し
、
国
労
大
阪
会
館
前
で

山
本
副
委
員
長
と
荻
田
書
記
長
が

青
年
隊
の
行
動
の
労
を
ね
ぎ
ら
う

と
と
も
に
、
カ
ン
パ
金
１
万
円

を
渡
し
ま
し
た
。
ま
た
、
翌
２

日
早
朝
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
猛
暑

の
中
、
Ａ
Ｍ
９
時
～
10
時
の
間
、

阪
急
十
三
ス
ク
ラ
ン
ブ

ル
交
差
点
で
宣
伝
行
動

を
行
い
、
全
体
の
署
名

集
約
数
51
筆
が
集
ま
り

ま
し
た
。
参
加
者
は
全

体
で
22
名
参
加
し
ま
し

た
。
各
組
織
別
で
は
、
関
西
支
部

17
名
、
関
西
合
同
支
部
１
名
、
府

本
部
４
名
の
参
加
で
し
た
。

核
兵
器
廃
絶
署
名
に
ご
協
力
い

た
だ
い
た
96
歳
の
女
性
の
方
は
、

「
私
は
、
広
島
の
呉
に
住
ん
で
い

ま
し
た
。
原
爆
が
広
島
に
投
下
さ

れ
た
時
、
も
の
す
ご
い
爆
音
が
お

腹
ま
で
響
き
、
ま
ぶ
し
い
く
ら
い

光
り
、
目
を
手
で
覆
い
ま
し
た
。

二
度
と
悲
惨
な
戦
争
を
起
こ
し
て

は
い
け
な
い
。
こ
の
よ
う
な
宣
伝

を
や
っ
て
い
る
方
が
い
る
こ
と
に

感
謝
し
ま
す
。
」
と
語
っ
て
い
ま

し
た
。

全
国
青
年
部
反
核
キ
ャ
ラ
バ
ン
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